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衆
議
院
議
員
池
下
卓
君
提
出
日
本
の
薬
価
制
度
に
お
け
る
新
薬
の
有
効
性
・
安
全
性
の
評
価
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙

答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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衆
議
院
議
員
池
下
卓
君
提
出
日
本
の
薬
価
制
度
に
お
け
る
新
薬
の
有
効
性
・
安
全
性
の
評
価
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書 

一
及
び
五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
ド
ラ
ッ
グ
・
ラ
グ
」
及
び
「
ド
ラ
ッ
グ
・
ロ
ス
」
の
解
消
の
観
点
か
ら
も
、
革
新
的

な
医
薬
品
で
あ
る
御
指
摘
の
「
新
規
モ
ダ
リ
テ
ィ
医
薬
品
」
を
適
切
に
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

御
指
摘
の
「
有
用
性
加
算
」
や
「
外
国
平
均
価
格
調
整
」
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
国
民
皆
保
険
の
持
続
性
と
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
を
両
立
さ
せ
る
観
点
も
踏
ま
え
つ
つ
、
令
和
六
年
度
薬
価
制
度
改
革
に
向
け
て
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
に

お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

薬
価
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
八
月
二
十
三
日
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
薬
価
専
門
部
会
に
お
い
て
「
客
観

的
な
評
価
手
法
が
確
立
さ
れ
、
信
頼
性
の
確
保
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
根
拠
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
薬
事
承
認

か
ら
原
則
六
十
日
以
内
、
遅
く
と
も
九
十
日
以
内
に
薬
価
収
載
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
維
持
し
な
が
ら
、
客
観
性
・
頑
健
性

を
担
保
し
つ
つ
、
ど
の
よ
う
な
評
価
が
可
能
か
」
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
原
則
と
し
て
、
独
立
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行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
が
作
成
し
た
御
指
摘
の
「
審
査
報
告
書
」
に
基
づ
き
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「
介
護
負
担
の
軽
減
や
治
療
に
よ
る
生
活
の
質
向
上
な
ど
医
薬
品
の
有
用
性
は
多
様
」
の
具
体
的
に

意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
保
険
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
市
場
規
模
が
大
き
い
、
又
は

著
し
く
価
格
の
高
い
医
薬
品
又
は
医
療
機
器
を
評
価
の
対
象
と
し
、
こ
れ
と
代
替
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
得
る
品
目
の
う
ち

治
療
効
果
が
よ
り
高
い
も
の
と
比
較
し
な
が
ら
、
費
用
対
効
果
の
評
価
を
行
い
、
評
価
結
果
に
応
じ
て
対
象
品
目
の
価
格
調

整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
「
介
護
負
担
」
に
つ
い
て
は
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
に
お
い
て
、
当
該
費
用
対
効
果
の

評
価
に
よ
る
価
格
調
整
の
仕
組
み
の
中
で
、
介
護
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
評
価
の
対
象
と
す
る
こ
と
の
可
否
に
つ
い
て
議
論

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
及
び
四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
画
期
性
加
算
・
有
用
性
加
算
」
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
に

よ
る
「
薬
価
算
定
基
準
に
お
け
る
画
期
性
及
び
有
用
性
加
算
の
加
算
率
の
定
量
的
算
出
法
に
係
る
研
究
」
の
報
告
書
で
示
さ

れ
た
評
価
項
目
に
基
づ
き
、
薬
価
算
定
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
の
「
画
期
性
加
算
・
有
用
性
加
算
」
の
在

り
方
及
び
「
加
算
要
件
の
該
当
性
」
の
「
判
断
の
具
体
的
な
基
準
」
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
度
か
ら
令
和
六
年
度
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ま
で
の
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
費
補
助
金
に
よ
る
「
適
切
な
医
薬
品
開
発
環
境
・
安
定
供
給
及
び
流
通
環
境
の
維
持

・
向
上
に
関
す
る
研
究
」
に
お
け
る
「
有
用
性
系
加
算
率
の
算
出
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
新
た
な
項
目
を
追
加
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
」
等
の
中
間
報
告
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
に
お
い
て
も
議
論
を
行
い
な
が
ら
、
御
指
摘

の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
作
成
も
含
め
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 


